
四
一

山寺史料としての『沙石集』

山
寺
史
料
と
し
て
の
『
沙
石
集
』

上　
　

川　
　

通　
　

夫

は
じ
め
に

　

先
に
私
は
、「
文
献
史
料
に
見
る
櫻
堂
薬
師
」
な
る
論
稿
で
、
美
濃
国
土
岐
郡
の
櫻
堂
（
現
岐
阜
県
瑞
浪
市
、
法
明
寺
と
い
う
寺
号
が
あ

る
）
に
つ
い
て
、
中
世
の
姿
を
探
っ
）
1
（

た
。
現
存
す
る
櫻
堂
の
背
後
に
あ
る
低
い
丘
陵
に
は
、
中
世
の
旧
本
堂
遺
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
西
側
の
山
裾
部
に
里
地
を
も
つ
典
型
的
な
山
寺
で
あ
っ
た
。
櫻
堂
の
こ
と
を
記
す
中
世
の
文
献
は
僅
か
だ
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
尾

張
国
山
田
郡
の
長
母
寺
で
無
住
が
著
し
た
『
沙
石
集
』（
一
二
八
三
年
成
立
）
の
一
節
が
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
巻
第
五
末

－

七
「
連

歌
事
」
に
あ
る
、「
美
濃
国
、
ト
キ
ノ
櫻
堂
ト
云
ハ
、
花
ノ
名
所
ナ
リ
」
と
し
て
、
鎌
倉
武
士
が
花
の
名
所
に
ち
な
ん
だ
歌
を
詠
ん
だ
と
い

う
短
い
話
で
あ
）
2
（

る
。
こ
の
話
に
は
「
山
寺
」
と
い
う
表
記
は
な
い
の
だ
が
、
あ
ら
た
め
て
『
沙
石
集
』
を
通
覧
す
る
と
、「
山
寺
」
を
舞
台

と
す
る
仏
教
関
連
の
逸
話
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
主
に
伝
聞
を
記
録
し
た
と
い
う
体
裁
で
、
無
住
の
関
心
に
沿
っ
て
、
抽
象
的
な
仏
教
教

理
と
対
応
さ
せ
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
正
確
な
話
で
は
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
往
生
伝
類
が
教
理
優
先
に
よ
っ
て
人
物
や
出

来
事
を
型
に
は
め
る
の
と
は
違
い
、
む
し
ろ
教
理
と
の
結
び
つ
き
が
必
ず
し
も
整
合
的
で
は
な
い
ほ
ど
具
体
性
が
勝
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目

さ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
「
山
寺
」
の
話
題
数
を
拾
え
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
の
山
寺
史
料
と
し
て
分
析
す
る

価
値
が
あ
る
と
判
断
す
る
。

　

山
寺
史
料
の
意
識
的
な
探
査
に
手
が
け
る
理
由
は
、
前
稿
で
も
少
し
述
べ
た
が
、
中
世
の
山
寺
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
研
究
課
題
が
見
え
て
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き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
あ
る
。
こ
れ
ま
で
私
も
、
山
寺
を
人
里
離
れ
た
孤
絶
の
修
行
空
間
と
見
な
す
べ
き
で
な
く
、
村
里
の
生
活
と
不

可
分
の
里
山
に
設
営
さ
れ
た
拠
点
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
先
行
研
究
に
導
か
れ
つ
つ
繰
り
返
し
述
べ
て
き
）
3
（

た
。
さ
ら
な
る
検
討
課
題
と

し
て
浮
上
し
て
い
る
の
は
、
山
寺
を
支
え
て
い
る
里
人
の
生
活
空
間
で
あ
る
中
世
村
落
へ
の
視
点
と
、
山
寺
間
で
の
人
的
な
い
し
宗
教
文
化

的
な
交
流
を
機
能
さ
せ
て
い
る
広
狭
の
つ
な
が
り
へ
の
視
点
で
あ
る
。
前
者
の
、
山
寺
を
支
え
る
中
世
村
落
は
、
荘
園
制
と
は
別
の
民
衆
生

活
舞
台
で
あ
り
、
中
世
史
料
に
見
え
隠
れ
す
る
捉
え
に
く
い
存
在
だ
が
、
新
た
な
山
寺
像
は
山
寺
史
料
を
村
落
研
究
の
手
が
か
り
に
結
び
つ

け
る
場
合
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
後
者
の
、
い
わ
ば
山
寺
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
権
門
体
制
の
一
部
を
成
す
本
末
関
係
で
も
な
け
れ
）
4
（

ば
、

没
社
会
的
な
修
行
者
に
よ
る
巡
礼
・
山
岳
抖
藪
の
ル
ー
ト
た
る
に
と
ど
ま
る
の
で
も
な
い
、
社
会
的
交
流
網
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

は
充
分
に
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
中
世
山
寺
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
態
が
思
い
の
ほ
か
に
列
島
社
会
を
蔽
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
中

世
社
会
を
特
徴
づ
け
る
ほ
ど
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
）
5
（

る
。

　

つ
ま
り
中
世
の
山
寺
は
、
中
世
史
に
見
出
さ
れ
て
き
た
体
制
概
念
か
ら
は
補
足
し
が
た
い
実
態
の
要
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
村
落
、

里
山
、
山
村
な
ど
の
研
）
6
（
究
と
連
動
し
た
山
寺
研
究
は
ま
だ
萌
芽
的
な
段
階
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
史
実
探
査
の
試
み
を
例
示
す
る
に
過
ぎ
な

い
。
無
住
著
『
沙
石
集
』
は
、
主
に
仏
教
史
や
説
話
文
学
の
研
究
素
材
と
し
て
豊
か
な
研
究
成
果
が
あ
）
7
（

る
。
ま
た
中
世
仏
教
の
社
会
的
実
態

を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
史
料
と
し
て
、
歴
史
研
究
で
参
照
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
無
住
は
、
あ
る
べ
き
遁
世
の
仏
教
生
活
を
説
明
す
る

媒
介
と
し
て
、
世
間
と
出
世
間
の
逸
話
を
数
多
く
編
述
し
て
お
り
、
自
身
の
価
値
観
か
ら
は
好
ま
し
く
な
い
も
の
を
含
め
、
多
く
の
山
寺
ま

た
は
山
寺
僧
を
取
り
あ
げ
て
い
る
。
上
述
し
た
研
究
課
題
す
べ
て
に
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
具
体
的
記
述
に
注
目

し
て
み
た
い
。

一　

山
里
の
庵

　
『
沙
石
集
』
巻
第
十
末

－

二
「
諸
宗
ノ
旨
ヲ
自
得
シ
タ
ル
事
」
の
前
半
に
は
、
醍
醐
寺
金
剛
王
院
僧
正
実
）
8
（

賢
（
藤
原
基
輔
子
、
一
二
四
九
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年
死
去
）
の
昔
語
り
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
賢
が
老
年
に
い
た
っ
て
弟
子
に
語
っ
た
若
か
り
し
頃
の
実
体
験
に
つ
い
て
、
無
住
は
実
賢
の

孫
弟
子
か
ら
聞
い
た
の
だ
と
い
う
。
若
い
実
賢
は
、
高
野
詣
の
途
次
に
「
和
州
ノ
山
寺
」
を
巡
礼
し
た
が
、
葛
木
山
の
辺
で
日
暮
れ
て
あ
る

「
山
ガ
ツ
（
山
賤
）」
の
家
で
宿
を
借
り
た
。
そ
の
主
は
老
法
師
で
、
粟
の
飯
な
ど
粗
末
な
が
ら
も
も
て
な
し
て
く
れ
、
夜
も
す
が
ら
身
の
上

を
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
　

是
ハ
此
山
里
ノ
山
ガ
ツ
ガ
子
ニ
テ
侍
ガ
、
幼
少
ノ
ト
キ
、
興
福
寺
ノ
或
僧
房
ニ
ア
リ
テ
、
学
問
仕
リ
シ
ホ
ド
ニ
、
器
量
モ
無
下
ニ
モ
候

ハ
デ
、
稽
古
仕
シ
ホ
ド
ニ
、
出
家
ノ
後
ハ
、
学
生
ノ
列
ニ
カ
ゾ
ヘ
ラ
レ
、
公
請
ナ
ン
ド
モ
勤
メ
侍
シ
ガ
、
仏
法
ノ
大
意
ハ
、
生
死
ノ
流

転
ヲ
タ
チ
、
菩
提
ノ
妙
果
ヲ
期
ス
ベ
キ
ト
コ
ソ
見
ル
ニ
、
名
利
ヲ
志
シ
、
出
身
ヲ
宗
ト
シ
テ
、
今
生
ノ
栄
花
、
重
職
ヲ
ノ
ミ
望
ミ
、
寺

院
ノ
付
属
ハ
一
期
ノ
活
計
ノ
ミ
心
ニ
カ
ケ
テ
、
滅
罪
生
善
ノ
行
儀
モ
カ
ケ
、
唯
識
・
唯
心
ノ
観
念
モ
思
イ
ヨ
ラ
ヌ
躰
ナ
リ
シ
事
、
大
キ

ニ
教
門
ノ
教
ニ
背
テ
覚
ヘ
侍
シ
カ
バ
、
公
請
モ
物
ウ
ク
覚
シ
ヲ
、
師
匠
ノ
僧
、
ウ
ケ
ヌ
事
ニ
思
テ
、
出
身
ノ
心
ナ
キ
事
ヲ
、
無
下
ニ
云

カ
ヒ
ナ
キ
事
ニ
申
キ
。
サ
ル
ホ
ド
ニ
、
父
ニ
テ
候
シ
物
、
労
ル
事
侍
シ
カ
バ
、
看
病
ナ
ン
ド
シ
テ
、
ナ
ニ
ト
ナ
ク
日
来
ヲ
ヘ
シ
ホ
ド

ニ
、
隣
ノ
百
姓
ガ
女
ニ
ヲ
チ
候
ヌ
。
サ
テ
父
ミ
マ
カ
リ
テ
後
、
ヤ
ガ
テ
此
家
ヲ
ツ
ギ
テ
侍
。
カ
ゝ
ル
山
里
ノ
習
ニ
テ
、
粟
ナ
ン
ド
云
物

ツ
ク
リ
テ
世
ヲ
ワ
タ
リ
、
ヒ
タ
ス
ラ
山
ガ
ツ
ニ
ナ
リ
ハ
テ
ゝ
侍
ル
恥
シ
サ
ニ
、
本
寺
ヘ
モ
マ
カ
リ
ム
カ
ハ
ズ
シ
テ
、
年
ヲ
ヘ
侍
ル
ホ
ド

ニ
、
年
タ
ケ
色
ヲ
ト
ロ
ヘ
テ
後
ハ
、
互
ノ
愛
執
ナ
ク
ナ
リ
ハ
テ
ゝ
、
サ
ス
ガ
学
シ
テ
侍
シ
仏
法
ノ
事
、
忘
ガ
タ
ク
シ
テ
、
本
寺
ヨ
リ
聖

教
尋
ト
リ
ヨ
セ
テ
、
コ
レ
ニ
候
。
御
覧
ゼ
ヨ
ト
云
。

　

こ
の
あ
と
実
賢
は
老
法
師
の
口
か
ら
「
仏
法
ノ
大
意
」
を
聞
い
て
感
心
し
、
さ
ら
に
「
法
相
ノ
大
事
」
を
語
る
よ
う
所
望
し
、
結
局
二
か

月
ほ
ど
と
ど
ま
っ
て
聞
い
た
の
だ
と
い
う
。
実
賢
が
法
相
教
学
を
身
に
つ
け
た
い
き
さ
つ
を
神
秘
化
す
る
要
素
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、

具
体
的
な
場
と
人
の
設
定
に
注
目
し
た
い
。

　

ま
ず
醍
醐
寺
か
ら
大
和
国
の
山
寺
を
巡
礼
し
て
高
野
山
に
詣
で
る
と
い
う
の
は
、
そ
れ
自
体
が
山
寺
間
交
流
の
例
だ
が
、
そ
れ
は
葛
城
山

を
経
由
し
て
い
る
こ
と
を
含
め
て
、
修
験
と
し
て
理
解
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
実
賢
は
山
岳
に
起
居
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
特

に
中
世
前
期
以
前
の
修
験
に
つ
い
て
は
山
寺
研
究
と
の
関
係
で
の
検
討
が
必
要
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
の
研
究
段
階
で
は
問
題
点
の
指
摘
に
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と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

山
里
に
住
む
山
賤
法
師
と
百
姓
女
の
夫
婦
は
、
粟
な
ど
を
栽
培
し
つ
つ
暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
。
今
は
父
の
家
を
継
ぐ
山
賤
法
師
は
、
か

つ
て
興
福
寺
の
学
生
と
し
て
公
請
に
も
出
仕
し
た
と
い
い
、
ま
た
「
隣
ノ
百
姓
ガ
女
ニ
ヲ
チ
候
ヌ
」
と
も
あ
る
か
ら
、
世
俗
に
お
い
て
は
侍

身
分
だ
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
住
居
の
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
山
寺
で
な
い
こ
と
は
ほ
ぼ
確
か
で
あ
る
。
た
だ
、
興
福
寺

か
ら
聖
教
の
皮
子
（
籠
）
五
、
六
合
を
取
り
寄
せ
て
お
り
、
宗
教
の
営
み
を
加
え
て
い
る
。
父
親
か
ら
継
い
だ
家
の
も
と
も
と
の
生
業
は
不

明
だ
が
、
息
子
一
人
を
僧
と
し
て
送
り
つ
つ
、
有
力
寺
院
と
の
縁
を
自
家
の
安
定
に
役
立
て
る
と
い
う
相
互
関
係
は
、
ご
く
普
通
の
姿
で
あ

ろ
う
。
山
賤
法
師
が
山
里
に
戻
っ
て
か
ら
も
興
福
寺
か
ら
聖
教
を
取
り
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
縁
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

父
親
と
山
賤
法
師
は
、
孤
絶
の
山
人
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
地
元
で
安
定
し
た
家
を
築
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
近
隣
住
民
に

影
響
力
を
も
っ
て
臨
ん
だ
こ
と
は
、
少
し
違
例
の
こ
と
と
し
て
で
は
あ
れ
、
百
姓
の
女
性
を
娶
っ
た
こ
と
か
ら
想
像
さ
れ
る
。

　

葛
城
の
山
里
に
住
む
山
賤
法
師
の
家
は
、
山
寺
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
山
寺
巡
礼
僧
を
宿
泊
さ
せ
、
仏
教
談
義
が
で
き
る
主
が
住
ん
で
い

る
。
他
寺
か
ら
の
支
援
や
地
域
か
ら
の
要
請
な
ど
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
山
寺
と
し
て
の
成
立
が
可
能
な
一
例
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
実
賢
の
修
業
時
代
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
鴨
長
明
が
外
山
（
里
山
）
に
営
ん
だ
方
丈
の
庵
も
、
阿
弥
陀
の
絵
像
や
『
往
生
要
集
』
な
ど
を

備
え
、
麓
の
山
守
や
小
童
と
の
交
流
に
支
え
ら
れ
て
山
菜
な
ど
を
得
て
お
り
、
山
寺
に
近
い
存
在
で
あ
っ
）
9
（
た
。『
沙
石
集
』
に
は
、「
和
州
生

馬
」
の
学
生
が
隠
居
し
て
構
え
た
「
庵
室
」
や
（
巻
第
二

－

六
「
地
蔵
菩
薩
種
々
利
益
事
」）、「
和
州
松
尾
ト
云
フ
山
寺
」
の
僧
が
中
風
を

患
っ
て
か
ら
結
ん
だ
「
小
ヰ
サ
キ
庵
」（
巻
第
四

－

四
「
上
人
ノ
妻
セ
ヨ
ト
人
ニ
勧
タ
ル
事
」）、「
坂
東
ノ
或
山
里
」
に
遁
世
門
の
老
上
人
が

置
い
た
「
庵
室
」（
巻
第
四

－

六
「
上
人
ノ
妻
ニ
コ
ロ
サ
レ
ム
ト
シ
タ
ル
事
」）、「
伊
豆
ノ
山
」
の
僧
侶
が
遁
世
し
て
住
ん
だ
「
庵
室
」
な
ど

（
巻
第
十
本

－
一
「
浄
土
坊
遁
世
事
」）、
所
属
し
て
い
た
山
寺
の
近
く
に
営
ん
だ
も
の
で
は
あ
る
が
、
山
寺
的
な
拠
点
の
多
様
性
を
知
る
上

で
の
参
考
に
な
る
。
山
寺
の
裾
野
と
い
う
べ
き
存
在
が
拡
が
り
始
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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二　

山
寺
を
支
え
る
里
人

　

多
く
の
場
合
、
中
世
の
山
寺
は
里
と
の
距
離
が
近
く
、
実
際
に
山
寺
と
里
と
は
交
流
を
も
っ
て
結
び
つ
い
て
い
た
。
山
寺
で
の
僧
侶
た
ち

に
も
最
低
限
の
資
力
は
必
要
で
あ
る
。

　

巻
第
二

－

六
「
地
蔵
菩
薩
種
々
利
益
事
」（
前
出
）
に
は
、
和
州
生
馬
の
学
生
論
識
房
に
ま
つ
わ
る
話
が
あ
る
。
論
識
房
は
、
在
家
か
ら

「
信
施
」
を
受
け
て
説
経
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
思
い
立
っ
て
庵
室
に
隠
居
す
る
に
あ
た
り
「
小
田
」
を
作
っ
て
自
給
自
足
の
生
活
に
入
っ

た
と
い
う
。
し
か
も
論
識
房
の
弟
子
が
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
師
は
死
ん
で
閻
魔
王
宮
の
近
く
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ

は
「
田
作
ル
ト
テ
モ
、
仏
子
ノ
儀
ニ
非
ズ
」
と
い
う
咎
の
た
め
だ
と
い
う
。
ま
た
論
識
房
の
母
も
、
子
を
養
う
た
め
に
多
く
の
罪
を
作
っ
た

結
果
、
餓
鬼
と
し
て
飢
渇
の
苦
に
責
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
、
耕
作
に
伴
っ
て
不
殺
生
戒
を
破
っ
た
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
よ
う
だ
。
裏
を
返
せ
ば
、
山
寺
僧
は
在
家
に
よ
っ
て
生
活
を
支
え
ら
れ
、
生
産
活
動
に
従
事
す
る
在
家
は
山
寺
僧
の
説
経
に
よ
っ
て
救
済

に
導
か
れ
る
、
と
い
う
あ
る
べ
き
関
係
が
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

巻
第
十
末

－

一
「
霊
ノ
託
シ
テ
仏
法
ヲ
意
エ
タ
ル
事
」
に
は
、「
或
山
寺
法
師
」
と
「
在
家
ノ
俗
」
と
の
湯
屋
で
の
次
の
よ
う
な
よ
も
や

ま
話
が
あ
る
。
在
家
者
が
、「
法
師
ホ
ド
ニ
欲
フ
カ
キ
物
ナ
シ
。
能
才
覚
モ
ナ
ク
、
戒
行
・
智
恵
モ
ナ
ク
シ
テ
、
布
施
ヲ
ホ
シ
ガ
リ
、
供
料

ヲ
ノ
ゾ
ム
。
慚
ヲ
ス
テ
ゝ
、
物
ノ
ホ
シ
キ
許
ヲ
シ
レ
リ
」
な
ど
と
い
う
の
に
対
し
て
、
僧
は
、「
サ
ス
ガ
身
モ
ス
テ
ガ
タ
ク
シ
テ
、
供
料
・

供
米
ニ
モ
カ
ゝ
リ
、
施
物
ノ
外
、
イ
カ
デ
カ
身
ヲ
タ
ス
ク
ベ
キ
。
所
領
モ
ナ
ク
田
畠
モ
ナ
カ
ラ
ン
身
ハ
、
盗
ヲ
ス
ル
ニ
ハ
不
㍾及
、
布
施
ヲ

モ
ト
ラ
デ
ハ
、
イ
カ
ニ
シ
テ
命
モ
ツ
ギ
侍
ル
ベ
キ
」
な
ど
と
応
え
て
い
る
。
こ
れ
も
無
住
に
よ
る
、
俗
人
と
出
家
者
と
の
理
想
的
関
係
の
裏

返
し
と
し
て
述
べ
た
話
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
設
定
が
、
山
寺
法
師
と
在
俗
者
と
の
日
常
的
な
交
流
の
場
で
あ
る
こ
と
に
、
当
時
の
あ
り

得
べ
き
姿
が
う
か
が
え
る
。

　

巻
第
三

－

一
「
癲
狂
人
ノ
利
口
ノ
事
」
に
は
、「
或
山
寺
法
師
」
の
語
り
と
し
て
、
地
頭
に
取
ら
れ
た
師
匠
の
下
人
を
取
り
返
し
た
話
を
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載
せ
た
後
、
無
住
に
よ
る
次
の
よ
う
な
理
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

出
家
ノ
人
、
如
法
ニ
ア
ル
ベ
キ
様
ヲ
、
律
戒
ノ
門
ヨ
リ
見
レ
バ
、
家
ヲ
出
、
親
里
ヲ
ハ
ナ
レ
、
庄
園
・
田
畠
・
牛
馬
・
六
畜
ヲ
モ
捨

テ
、
三
衣
一
鉢
ヲ
身
ニ
シ
タ
ガ
ヘ
テ
、
四
海
ヲ
以
テ
家
ト
シ
、
百
姓
ノ
門
ニ
立
テ
頭
陀
ヲ
行
ズ
レ
バ
、
無
盡
ノ
食
ア
リ
。
広
大
ノ
家
ア

リ
。
寺
舎
ハ
我
家
ナ
リ
。
田
園
ハ
悉
ク
我
ガ
食
也
。
家
ア
ル
時
ハ
、
四
海
ニ
家
ア
ラ
ズ
。
田
畠
ア
ル
時
ハ
、
諸
国
我
分
ニ
絶
タ
リ
。
サ

レ
バ
此
ヲ
、「
家
ナ
ケ
レ
バ
コ
ソ
家
ア
レ
、
家
ア
ラ
マ
シ
カ
バ
、
家
ナ
カ
ラ
マ
シ
」
ト
、
云
ツ
ベ
シ
。

　

こ
れ
も
、
家
・
親
里
・
庄
園
・
田
畠
・
牛
馬
・
六
畜
と
関
係
し
て
成
り
立
つ
山
寺
の
一
般
的
な
姿
が
背
景
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の

諸
話
は
、
必
ず
し
も
山
寺
の
具
体
的
な
事
実
を
記
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
『
沙
石
集
』
に
は
、
無
住
の
人
脈
に
よ
っ
て
得
た
聞
き
書
き
な
ど

が
多
く
、
断
片
的
な
が
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
実
際
的
内
容
が
あ
る
。

　

巻
第
五
本

－

七
「
学
生
世
間
事
無
沙
汰
事
」
に
よ
る
と
、「
常
州
ノ
東
城
寺
」（
茨
城
県
新
治
郡
の
山
寺
）
で
は
、「
田
舎
ノ
習
ナ
レ
バ
、

田
ニ
入
レ
ム
タ
メ
ニ
、
小
法
師
、
糞
ヲ
馬
ニ
付
テ
」
運
ん
で
い
た
と
い
う
。
山
寺
で
は
農
耕
が
営
ま
れ
て
い
る
。
巻
第
二

－

七
「
不
動
利
益

事
」
に
よ
る
と
、「
信
州
ノ
或
山
寺
」
に
は
師
と
多
数
の
弟
子
門
徒
が
修
行
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
僧
と
は
別
に
「
年
来
ノ
檀
那
ノ
入

道
」
が
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
七

－

一
八
「
愚
癡
僧
ノ
牛
ニ
成
タ
ル
事
」
に
よ
る
と
、「
三
河
ノ
或
山
寺
」
の
も
と
に
は
、「
信
施
」
の

分
与
を
目
当
て
に
近
江
国
か
ら
通
う
僧
が
い
た
が
、
寺
の
「
下
女
」
に
追
い
立
て
ら
れ
て
馬
屋
に
入
れ
ら
れ
た
と
あ
る
。
山
寺
を
扶
持
す
る

地
元
の
檀
那
・
施
主
が
い
た
。
巻
第
七

－

二
二
「
貧
窮
ヲ
追
タ
ル
事
」
に
は
、
尾
州
の
円
浄
房
に
ま
つ
わ
る
話
に
付
加
し
て
、「
或
山
僧
」

の
同
宿
僧
が
「
ア
マ
リ
ニ
貧
窮
ニ
テ
「
田
舎
へ
下
ラ
ム
」」
と
告
げ
た
、
と
い
う
話
を
載
せ
て
い
る
。
や
や
極
端
な
話
だ
が
、
こ
れ
も
山
寺

と
膝
下
地
域
と
の
交
流
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

　

山
寺
の
経
済
活
動
に
関
し
て
は
、
ほ
か
に
、
塩
売
り
や
榑
売
り
と
交
渉
の
あ
る
「
伊
豆
山
」（
巻
第
五
本

－

六
「
学
生
ノ
見
ノ
僻
タ
ル

事
」）、
牝
馬
を
雄
馬
に
代
え
る
べ
く
下
津
の
市
に
出
か
け
た
「
尾
州
ニ
或
山
寺
法
師
」（
巻
第
八

－

五
「
馬
カ
ヘ
タ
ル
事
」）
な
ど
、
流
通
網

と
の
関
係
も
見
出
さ
れ
る
。

　

で
は
次
に
、
山
寺
が
営
む
耕
作
や
近
隣
在
家
か
ら
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
山
寺
僧
と
在
家
者
と
の
人
的
交
流
関
係
を
『
沙
石
集
』
の
記
事
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か
ら
拾
っ
て
み
た
い
。

　

巻
第
八

－

一
〇
「
小
法
師
利
口
事
」
に
は
、
山
寺
の
僧
に
仕
え
る
小
法
師
の
話
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
常
州
国
ニ
或
山
寺
」「
尾
州
ノ
或

山
寺
」「
和
州
ノ
或
山
寺
」「
或
山
寺
」
が
舞
台
と
し
て
見
え
る
。
い
ず
れ
も
小
法
師
の
頓
知
話
で
、
食
事
を
め
ぐ
る
僧
の
慳
貪
が
話
題
に

な
っ
て
お
り
、
小
法
師
は
僧
膳
の
お
下
が
り
を
与
え
ら
れ
る
「
ヒ
ダ
ル
サ
」（
空
腹
さ
）
に
耐
え
る
若
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
巻
第
八

－

一
一
「
兒
ノ
飴
ク
ヒ
タ
ル
事
」
も
こ
れ
に
似
て
お
り
、
前
半
は
「
或
山
寺
ノ
坊
主
」
の
下
に
い
る
小
兒
の
我
慢
と
頓
知
の
話
で
あ
る
。
注

目
さ
れ
る
の
は
後
半
の
「
武
蔵
国
ニ
或
山
寺
」
で
の
話
で
あ
る
。
こ
の
寺
に
は
徳
あ
る
行
人
が
い
た
が
、「
京
ヨ
リ
落
ク
ダ
リ
タ
ル
尋
常
ノ

人
」
が
「
子
ヲ
兒
ニ
ナ
シ
テ
、
彼
ノ
行
人
ニ
ト
ラ
セ
タ
」
の
で
、
こ
の
行
人
は
学
生
身
分
で
も
な
い
自
分
に
と
っ
て
の
果
報
だ
と
し
て
喜
ん

だ
と
い
う
。
こ
れ
ら
諸
話
の
小
法
師
や
兒
の
出
自
は
必
ず
し
も
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
一
般
期
に
は
近
隣
の
在
俗
者
か
ら
の
入
寺

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。「
京
ヨ
リ
落
ク
ダ
リ
タ
ル
尋
常
ノ
人
」
の
話
か
ら
は
、
京
出
身
者
で
あ
る
点
は
違
例
だ
が
、
山
寺

は
家
を
維
持
で
き
な
い
在
俗
者
の
一
員
に
と
っ
て
の
活
計
の
場
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
巻
第
四

－

二
「
上
人
子
持
タ
ル
事
」
に
は
、「
近

代
」
の
在
家
の
様
子
と
し
て
、
器
量
あ
る
子
息
に
家
を
継
が
せ
、「
ク
ズ
ノ
捨
物
ヲ
法
師
ニ
ナ
シ
テ
「
乞
食
バ
シ
モ
セ
ヨ
カ
シ
」
ト
テ
、
髪

ヲ
ソ
リ
、
衣
ヲ
染
タ
リ
」
と
あ
る
の
も
参
考
に
す
れ
ば
（
無
住
は
こ
れ
を
「
袈
裟
ヲ
キ
タ
ル
賊
」
と
批
判
す
る
が
）、
兒
や
小
法
師
の
出
自

に
つ
い
て
は
、
山
寺
僧
の
出
自
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
困
窮
者
だ
け
が
山
寺
に
入
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
通
常

の
平
凡
な
こ
と
は
『
沙
石
集
』
に
記
述
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
在
家
か
ら
の
入
寺
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
姿
を
想
定
し
て
お
き
た
い
。

　

山
寺
僧
と
在
家
者
と
の
関
係
に
お
い
て
大
事
な
の
は
、
女
性
の
存
在
で
あ
る
。
巻
第
八

－

一
三
「
尼
公
ノ
名
事
」
に
は
、「
或
山
寺
ヘ
女

人
行
テ
出
家
シ
テ
ケ
リ
」
と
い
う
、
師
僧
が
尼
に
法
名
を
付
け
た
こ
と
に
関
し
て
の
短
い
話
が
あ
る
。
た
だ
し
、
山
寺
で
在
家
女
人
が
出
家

作
法
を
施
さ
れ
た
こ
と
以
外
は
わ
か
ら
な
い
。
よ
り
注
目
さ
れ
る
の
は
、
山
寺
僧
が
妻
を
も
つ
こ
と
の
必
要
を
述
べ
る
別
の
話
で
あ
）
10
（

る
。
巻

第
四

－
四
「
上
人
ノ
妻
セ
ヨ
ト
人
ニ
勧
タ
ル
事
」
は
、「
和
州
松
尾
ト
云
山
寺
」
の
僧
の
話
で
あ
り
、「
御
房
ハ
聖
ニ
テ
御
坐
カ
」「
聖
ナ

リ
」
と
い
う
問
答
に
い
う
「
聖
」
が
、
女
性
と
の
交
わ
り
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
）
11
（

る
。
話
の
展
開
は
、
年
老
い

て
病
気
で
身
体
不
自
由
に
な
れ
ば
「
乞
匈
非
人
」
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
妻
を
持
つ
べ
き
だ
、
と
い
う
老
学
生
の
述
懐
で
あ
る
。
巻
第
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四

－

五
「
婦
人
ノ
臨
終
ノ
障
タ
ル
事
」
で
は
、「
或
山
寺
法
師
」
は
妻
に
臨
終
ま
で
の
看
病
を
恃
ん
だ
と
い
う
。
た
だ
し
無
住
は
、
死
別
を

悲
し
ん
で
法
師
に
抱
き
つ
い
た
妻
の
こ
と
を
「
魔
障
」
だ
と
し
、
臨
終
作
法
の
際
に
は
関
係
を
絶
つ
べ
き
だ
と
、
手
厳
し
い
。
巻
第
四

－

六

「
上
人
ノ
妻
ニ
コ
ロ
サ
レ
ム
ト
シ
タ
ル
事
」（
前
出
）
で
も
、「
坂
東
ノ
或
山
里
」
の
庵
室
に
住
む
上
人
は
、
七
十
歳
に
及
ん
で
三
十
歳
ほ
ど

の
尼
と
同
居
し
て
看
病
さ
せ
た
と
い
う
。

　

巻
第
四

－

三
「
上
人
ノ
看
病
シ
タ
ル
事
」
で
語
ら
れ
る
「
坂
東
ノ
或
山
寺
ノ
別
当
」
の
場
合
は
、
女
人
と
の
関
係
が
さ
ら
に
根
深
い
。
老

別
当
に
は
弟
子
門
徒
が
多
く
い
た
が
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
師
の
看
病
疲
れ
に
困
惑
し
て
い
た
と
き
、
あ
る
女
人
が
や
っ
て
き
て
自
ら
申
し

出
て
懇
ろ
な
看
病
に
い
そ
し
ん
だ
。
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
た
老
僧
が
女
人
の
出
自
を
よ
う
や
く
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、「
コ
レ
ハ
ソ
ノ
カ

ミ
思
カ
ケ
ヌ
縁
ニ
ア
ヒ
テ
、
思
ノ
外
ナ
ル
御
事
ノ
候
ケ
ル
某
ト
申
ス
者
ノ
ム
ス
メ
ナ
リ
」
と
打
ち
明
け
た
の
で
、
実
の
親
子
で
あ
る
こ
と
に

思
い
い
た
っ
た
。
こ
こ
で
は
無
住
も
、
親
子
の
契
り
や
娘
の
孝
養
を
褒
め
て
い
る
。
巻
第
四

－

二
「
上
人
子
持
タ
ル
事
」（
前
出
）
に
無
住

と
同
時
代
の
こ
と
だ
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
「
信
州
ノ
或
山
寺
」
の
上
人
に
つ
い
て
の
話
は
、
よ
り
直
接
的
で
あ
る
。
こ
の
上
人
に
は
三
人
の

子
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
注
意
深
く
忍
び
通
っ
て
き
た
女
、
時
々
忍
び
通
っ
て
き
た
女
、
家
に
置
い
た
妻
、
と
い
う
三
人
に
そ
れ
ぞ
れ
生
ま

せ
た
子
だ
と
い
う
。
嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ
と
述
べ
る
無
住
の
記
事
は
、
い
か
に
も
類
型
的
で
真
実
味
は
疑
わ
れ
る
が
、
あ
り
が
ち
な
現
実
を

述
べ
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　

山
寺
に
お
い
て
学
生
や
行
人
が
宗
教
生
活
を
営
ん
で
い
た
こ
と
は
、
無
住
も
豊
富
に
描
い
て
お
り
、
も
ち
ろ
ん
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
生

活
を
支
え
た
里
の
世
界
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
中
世
の
実
態
と
し
て
重
要
な
事
実
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
『
沙
石
集
』
か
ら
史
料
を
抽
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
無
住
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
主
題
に
し
て
は
い
な
い
。
仏
教
説
話

の
舞
台
と
し
て
設
定
さ
れ
た
ご
く
普
通
の
背
景
ま
た
は
要
素
で
あ
り
、
実
態
に
近
い
事
実
認
識
と
し
て
、
検
討
に
値
す
る
史
料
だ
と
考
え
る
。
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三　

里
人
に
と
っ
て
の
山
寺

　

僧
侶
か
ら
の
目
線
で
は
な
く
、
里
人
の
側
か
ら
山
寺
を
必
要
と
し
た
り
積
極
的
に
支
え
て
い
る
姿
に
つ
い
て
、
わ
ず
か
だ
が
読
み
取
れ
る

話
が
あ
る
。

　

ま
ず
、
普
段
の
生
活
に
関
係
す
る
話
題
で
あ
る
。
巻
第
二

－
一
「
仏
舎
利
感
得
シ
タ
ル
人
事
」
に
は
、
山
寺
僧
に
相
談
す
る
こ
と
を
常
と

す
る
在
家
人
の
こ
と
と
し
て
、
病
気
に
な
っ
て
「
藤
ノ
コ
ブ
」（
胃
腸
病
の
煎
薬
）
を
勧
め
ら
れ
た
話
を
載
せ
て
い
る
。
寺
の
あ
る
山
中
で

は
取
り
尽
く
さ
れ
、「
山
ノ
麓
」「
谷
ノ
辺
」
ま
で
探
し
た
と
い
う
。
山
寺
、
里
山
、
里
人
、
と
い
う
つ
な
が
り
が
理
解
で
き
る
。

　

近
く
に
寺
堂
の
整
っ
た
山
寺
が
な
い
山
里
も
多
い
は
ず
で
あ
る
が
、
僧
が
営
ん
だ
庵
と
は
別
に
、
里
人
が
設
け
た
や
や
簡
易
な
信
仰
形
式

が
あ
り
う
る
。
巻
第
二

－

六
「
地
蔵
菩
薩
種
々
利
益
事
」（
前
出
）
に
よ
る
と
、「
常
州
筑
波
山
ノ
麓
」
に
住
む
老
入
道
が
、
自
分
で
彫
っ
た

地
蔵
を
「
家
中
ノ
男
女
」
と
祀
っ
て
い
た
と
い
う
。
巻
第
七

－

一
七
「
仏
ノ
鼻
黒
ク
ナ
シ
タ
ル
事
」
に
は
、「
和
州
山
里
」
の
百
姓
が
「
草

堂
」
を
作
っ
て
、
供
養
導
師
に
西
大
寺
思
縁
房
上
人
（
叡
尊
）
を
請
じ
た
と
い
う
。
事
実
だ
と
し
て
も
有
力
百
姓
で
あ
ろ
う
。
巻
第
七

－

二

〇
「
天
狗
ノ
人
ニ
真
言
教
タ
ル
事
」
は
、
旅
の
途
中
の
修
行
者
が
奥
州
の
あ
る
「
山
里
」
で
は
ど
の
家
か
ら
も
宿
を
借
り
ら
れ
ず
、「
此
山

ノ
麓
ニ
コ
ソ
古
堂
ハ
ア
レ
」
と
勧
め
ら
れ
た
話
で
あ
る
。
山
麓
の
古
堂
を
山
寺
だ
と
見
な
す
余
地
は
あ
る
が
、
山
里
か
ら
や
や
離
れ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
身
近
な
仏
堂
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
ら
し
く
、
里
人
が
共
同
で
維
持
す
る
姿
が
想
像
さ
れ
る
。

　

寺
院
の
本
務
と
い
う
べ
き
仏
事
へ
の
里
人
の
参
加
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
山
寺
で
出
家
し
た
女
人
の
話
が
あ
る

（
巻
第
八

－
一
三
「
尼
公
ノ
名
事
」）。
ま
た
、
巻
第
八

－

九
「
結
解
タ
ガ
ヒ
タ
ル
事
」
に
は
、「
尾
州
ノ
或
山
寺
」
の
こ
と
と
し
て
、
七
月
十

四
日
盂
蘭
盆
の
夜
に
は
御
堂
に
集
ま
っ
た
多
数
の
「
在
家
ノ
雑
人
」
が
ひ
し
め
い
て
い
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
里
に
住
む
そ
れ
ぞ
れ
の
家

の
先
祖
へ
の
供
養
が
、
山
寺
で
の
共
同
仏
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
里
人
の
村
の
存
在
を
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
）
12
（

る
。
里
人

側
の
積
極
的
な
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
巻
第
六

－

一
三
「
説
法
セ
ズ
シ
テ
布
施
取
タ
ル
事
」
の
一
話
で
あ
る
。
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又
或
山
寺
ニ
、
一
和
尚
ナ
ル
僧
、
無
能
ノ
僧
ナ
リ
ケ
ル
ヲ
、
同
寺
ノ
僧
、
何
事
ス
ル
ニ
、
此
老
僧
ノ
貧
キ
事
ヲ
哀
ミ
テ
、
請
ズ
ル
ニ
、

不
堪
ノ
由
ヲ
申
セ
ド
モ
、「
ソ
レ
ハ
皆
知
奉
レ
リ
。
折
紙
ヲ
カ
キ
テ
奉
ラ
ム
。
只
ヨ
ミ
上
給
ヘ
」
ト
、
施
主
申
セ
ド
モ
、「
ソ
レ
モ
叶

ジ
」
ト
云
。「
サ
テ
ハ
下
座
ニ
テ
、
阿
弥
陀
経
ヲ
始
メ
バ
、
其
間
ニ
ヨ
ミ
給
ヘ
」
ト
テ
、
経
を
読
間
ヨ
ミ
ヤ
ミ
ケ
ム
。
下
座
不
㍾聞
シ

テ
、
布
施
ハ
ト
リ
テ
ケ
リ
。

　

こ
れ
も
架
空
の
作
り
話
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
、
無
住
が
同
時
代
の
僧
侶
の
堕
落
を
批
判
す
る
場
合
の
、
あ
り
が
ち
な
具
体
例
を
挙
げ
て

語
る
手
法
に
、
こ
こ
で
も
注
意
し
た
い
。
一
和
尚
と
い
う
呼
称
は
、
他
の
僧
た
ち
と
の
関
係
が
身
分
的
な
上
下
に
よ
る
も
の
で
な
く
、
同
格

者
に
よ
る
出
家
年
数
上
の
順
位
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
想
定
さ
れ
る
の
は
、
地
域
住
民
に
出
自
す
る
僧
侶
で
あ
る
。

仏
事
作
法
は
お
ろ
か
読
経
す
ら
覚
束
な
い
と
い
う
一
和
尚
で
あ
っ
て
も
、
仏
事
を
執
行
し
て
こ
そ
在
家
施
主
か
ら
の
布
施
に
預
か
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
関
係
を
実
際
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
、
同
宿
僧
ら
の
は
か
ら
い
や
、
僧
侶
等
の
出
身
母
胎
た
る
地
域
の
施
主
の
了
解
に
よ
っ

て
、
仏
事
が
と
り
行
わ
れ
て
い
る
。
無
住
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
姿
は
反
面
教
師
の
一
例
だ
が
、
こ
こ
で
は
山
寺
を
成
り
立
た
せ
て
い

る
在
家
側
の
主
体
性
を
想
像
し
た
い
。
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
、
自
ら
が
共
同
で
支
え
る
山
寺
に
体
裁
と
実
質
を
求
め
る
思
い
も
あ
っ
た
に

違
い
な
い
が
、
そ
れ
は
権
門
寺
院
や
有
力
高
僧
の
権
威
を
重
ん
じ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
話
の
例
で
は
、
直
接
的
に
阿
弥
陀
如
来
と
い

う
超
越
権
威
と
在
家
集
団
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
。
一
和
尚
が
カ
ン
ニ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
読
ん
だ
「
折
紙
」
に
は
、
里
人
た
ち
の
願
意

が
書
か
れ
る
の
か
も
し
れ
ず
、
そ
う
で
あ
れ
ば
一
和
尚
の
頼
り
な
さ
そ
う
な
行
為
は
、
里
人
の
願
い
を
代
読
し
た
こ
と
に
な
り
、
そ
う
で
あ

る
か
ら
こ
そ
他
の
寺
僧
ら
も
仏
事
執
行
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
盂
蘭
盆
の
夜
に
山
寺
で
ひ
し
め
く
「
雑
人
」
の
こ
と
も
思
い
合
わ
せ

る
と
、
里
人
は
定
期
的
に
山
寺
に
足
を
運
ん
で
、
先
祖
か
ら
継
い
だ
家
と
地
域
の
平
安
を
心
か
ら
祈
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

四　

山
寺
に
共
通
す
る
霊
験

　

巻
第
五
末

－

七
「
連
歌
事
」
に
出
て
く
る
美
濃
国
櫻
堂
に
つ
い
て
は
、『
瀧
山
寺
縁
）
13
（

起
』（
一
三
〇
一
年
成
立
）
に
も
短
い
記
事
が
あ
る
。
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瀧
山
寺
（
岡
崎
市
滝
町
）
は
西
三
河
の
山
寺
で
あ
り
、
宝
治
三
年
（
一
二
四
九
）
に
行
わ
れ
た
三
重
塔
供
養
の
導
師
を
「
美
濃
ノ
国
櫻
堂
ノ

照
寂
上
人
」
が
勤
め
た
と
い
う
も
の
で
あ
）
14
（

る
。
こ
の
行
事
に
は
三
河
国
の
薬
師
寺
、
真
福
寺
、
高
隆
寺
の
僧
ら
も
参
加
し
て
お
り
、
山
寺
間

の
つ
な
が
り
が
確
か
め
ら
れ
る
貴
重
な
一
例
で
あ
る
。『
沙
石
集
』
に
は
、
少
な
い
な
が
ら
山
寺
間
の
交
流
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

櫻
堂
の
記
述
を
含
む
巻
第
五
末

－

七
「
連
歌
事
」
に
は
、「
大
和
国
桃
ノ
尾
山
寺
」（
天
理
市
滝
本
町
に
あ
っ
た
竜
福
寺
の
こ
と
）
15
（

か
）
の
弁

阿
闍
梨
が
、「
釜
ノ
口
ト
云
山
寺
」（
長
岳
寺
、
天
理
市
柳
本
町
）
を
経
由
し
て
長
谷
寺
（
桜
井
市
初
瀬
）
に
詣
で
た
小
話
が
あ
る
。
弁
阿
闍

梨
は
小
法
師
が
口
取
り
す
る
馬
に
乗
っ
て
い
た
と
い
う
。
近
距
離
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
拡
大
解
釈
は
で
き
な
い
が
、
山
寺
間
を
移
動
す
る
僧

の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
巻
第
八

－

九
「
結
解
タ
ガ
ヒ
タ
ル
事
」（
前
出
）
に
は
、「
尾
州
ノ
或
山
寺
」
の
僧
が
長
谷
寺
で
の
本
尊
開
扉
の
こ

と
を
語
っ
た
話
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
大
和
の
長
谷
寺
か
鎌
倉
の
長
谷
寺
か
定
め
が
た
い
。
た
だ
い
ず
れ
に
し
て
も
、
山
寺
僧
に
よ
る
長
谷

寺
参
詣
は
比
較
的
広
域
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
長
谷
寺
参
詣
の
話
で
は
、
半
年
間
の
本
尊
開
扉
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

の
だ
が
、
霊
験
山
寺
の
行
事
は
不
特
定
多
数
の
参
詣
者
を
誘
導
す
る
企
画
と
し
て
の
一
面
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
『
沙
石

集
』
で
は
山
寺
僧
を
主
体
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
他
寺
に
参
詣
す
る
山
寺
僧
は
、
他
の
一
般
俗
人
と
同
様
の
参
詣
を

行
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
山
寺
間
連
携
の
仕
組
み
に
沿
っ
て
行
動
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た

巻
第
十
末

－

二
「
諸
宗
ノ
旨
ヲ
自
得
シ
タ
ル
事
」
の
醍
醐
寺
僧
実
賢
に
よ
る
、
葛
城
な
ど
「
和
州
ノ
山
寺
」
か
ら
高
野
へ
の
参
詣
は
、
そ
の

よ
う
な
例
で
あ
ろ
う
。

　

山
寺
僧
の
山
寺
間
交
流
は
、
個
別
の
信
仰
実
践
で
あ
る
ほ
か
に
、
社
会
的
・
政
治
的
な
連
携
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
場
合
が
あ
る
。
鎌
倉

幕
府
成
立
前
後
に
、
三
河
国
船
形
山
（
普
門
寺
）
僧
覚
智
と
伊
豆
国
走
湯
山
僧
源
延
が
、
法
脈
で
結
合
・
連
携
し
つ
つ
、
源
頼
朝
有
縁
の
寺

院
と
し
て
両
寺
を
興
隆
さ
せ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
そ
の
一
例
で
あ
）
16
（

る
。
こ
の
山
寺
間
の
交
流
・
連
携
が
独
自
の
役
割
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
山

寺
に
固
有
の
特
徴
、
そ
れ
は
山
と
い
う
立
地
に
お
い
て
現
れ
や
す
い
宗
教
内
在
的
な
特
徴
と
し
て
、
説
明
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
不
確

か
な
が
ら
、『
沙
石
集
』
の
次
の
説
話
に
考
察
の
糸
口
を
求
め
て
み
た
い
。

　

巻
第
二

－

四
「
薬
師
観
音
利
益
事
」
は
、
無
住
が
住
む
長
母
寺
の
所
在
地
と
同
じ
尾
張
国
山
田
郡
に
関
係
す
る
話
で
あ
る
。
そ
の
地
の
武
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士
で
承
久
の
乱
で
京
方
に
つ
い
た
敗
残
者
、
右
馬
丞
明
）
17
（

長
は
、
落
ち
武
者
狩
り
の
手
か
ら
何
度
も
助
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
僧
の
姿
で
現
れ

た
美
濃
国
横
倉
寺
（
岐
阜
県
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
）
の
薬
師
如
来
と
尾
張
国
龍
山
寺
（
現
竜
泉
寺
、
名
古
屋
市
守
山
区
）
の
馬
頭
観
音
の
加
護

だ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
後
者
、
龍
山
寺
は
、
長
母
寺
か
ら
直
線
距
離
で
約
四
㎞
で
あ
る
。
横
倉
寺
と
龍
山
寺
の
直
接
的
関
係
は
不
明
で

あ
る
が
、
激
戦
地
の
杭
瀬
川
や
、
落
ち
延
び
た
先
の
美
濃
国
青
墓
（
大
垣
市
赤
坂
町
）、
ま
た
尾
張
国
下
津
川
（
稲
沢
市
下
津
町
）
と
い
う

各
所
で
、
右
馬
丞
明
長
を
加
護
し
た
。
横
倉
寺
と
龍
山
寺
に
つ
い
て
、
無
住
は
霊
験
に
よ
っ
て
参
詣
者
を
集
め
る
山
寺
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

　
　

美
濃
国
横
倉
薬
師
ハ
、
根
本
中
堂
ノ
薬
師
ノ
御
衣
木
ノ
切
ニ
テ
、
作
リ
奉
レ
リ
ト
申
伝
ヘ
テ
、
霊
験
ア
ラ
タ
ニ
聞
ユ
。
年
来
常
ニ
参
詣

シ
ケ
リ
。
尾
張
国
龍
山
寺
ハ
、
昔
、
龍
王
ノ
一
夜
ノ
中
ニ
造
立
供
養
セ
ル
寺
也
。
夜
ノ
明
ケ
レ
バ
、
堀
ヲ
バ
ホ
リ
サ
シ
タ
リ
ト
テ
、
当

時
モ
其
跡
見
ヘ
侍
リ
。
馬
頭
観
音
ニ
テ
オ
ワ
シ
マ
ス
。
霊
仏
ト
テ
、
人
コ
ゾ
リ
ケ
リ
。
月
詣
シ
テ
、
十
八
日
ゴ
ト
ニ
観
音
経
卅
三
巻
読

ミ
奉
ケ
ル
。
斯
ル
因
縁
ヲ
以
テ
、
御
助
ア
リ
ケ
ル
ニ
コ
ソ
。
返
々
忝
シ
。

　

武
者
明
長
が
参
詣
し
て
い
た
山
寺
の
本
尊
に
よ
る
救
い
を
述
べ
た
話
で
あ
り
、
そ
の
主
題
が
仏
教
者
の
主
観
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
踏
ま
え

つ
つ
も
、
無
住
が
肯
定
し
て
い
る
山
寺
の
典
型
的
な
特
質
を
見
出
し
て
お
き
た
い
。
単
純
だ
が
そ
れ
は
、
霊
験
や
霊
仏
の
籠
も
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
そ
の
性
質
を
体
現
す
る
本
尊
に
つ
い
て
、
比
叡
山
根
本
中
堂
本
尊
の
御
衣
木
と
一
体
で
あ
る
こ
と
や
、
人
技
で
は
な
い
一
夜
に

し
て
の
造
仏
も
、
同
じ
特
質
の
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
生
身
）
18
（

仏
と
し
て
の
本
尊
が
住
む
霊
山
だ
と
い
う
考
え
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
そ
の
特

質
は
、
明
長
の
よ
う
な
俗
人
が
常
に
ま
た
は
縁
日
ご
と
に
参
詣
す
る
ほ
ど
の
価
値
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
話
は
、
山
寺
間
で
の

直
接
的
な
交
流
の
実
例
を
述
べ
て
は
い
な
い
が
、
連
動
す
る
共
通
の
特
徴
に
つ
い
て
の
認
識
を
背
景
に
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
こ
に

は
、
無
住
の
地
元
に
近
い
龍
山
寺
や
横
倉
寺
だ
け
で
な
く
、
比
叡
山
と
い
う
山
寺
の
中
心
的
な
存
在
と
の
つ
な
が
り
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
一
般
的
な
指
摘
に
と
ど
ま
る
が
、
生
身
仏
の
住
む
霊
験
山
寺
と
い
う
性
質
は
、
山
寺
に
不
可
欠
の
本
質
的
要
素
な
の
で
あ
ろ
う
。
平

安
京
を
は
じ
め
各
地
の
平
地
の
寺
院
に
も
生
身
仏
が
多
い
の
は
常
識
的
事
実
だ
が
、
山
寺
に
は
そ
れ
ら
と
別
の
、
実
態
的
・
観
念
的
な
結
び

つ
き
が
浮
上
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
霊
験
山
寺
間
の
結
び
つ
き
の
形
成
史
は
、
平
安
期
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
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重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
無
住
の
生
き
た
時
代
に
つ
い
て
、
あ
た
か
も
『
沙
石
集
』
の
豊
富
な
説
話
群
が
山
寺
を
結
び
つ
け

て
い
る
か
の
ご
と
き
観
を
呈
す
る
ほ
ど
、
山
寺
の
存
在
が
社
会
的
に
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
を
想
像
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
は
、
個
々

の
山
寺
を
支
え
る
村
里
の
存
在
が
、
よ
り
確
か
な
存
在
と
し
て
浮
上
す
る
こ
と
と
一
対
の
事
態
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注
（
1
）  

未
刊
。
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
編
集
の
報
告
書
に
収
録
予
定
。

（
2
）  

『
日
本
古
典
文
学
大
系　

沙
石
集
』（
渡
邊
綱
也
校
注
、
一
九
六
六
年
、
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
3
）  

上
川
通
夫
「
中
世
山
林
寺
院
の
成
立
」（
同
『
日
本
中
世
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
世
界
』
二
〇
一
二
年
、
塙
書
房
）、
同
「
中
世
山
寺
の
基
本
構
造
│
三
河
・
尾
張

の
例
か
ら
│
」（『
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
（
歴
史
文
化
学
科
編
）』
六
、
二
〇
一
五
年
）。

（
4
）  

黒
田
俊
雄
「
荘
園
制
社
会
と
仏
教
」（
一
九
四
七
年
、『
黒
田
俊
雄
著
作
集
第
二
巻　

顕
密
体
制
論
』
一
九
九
四
年
、
法
蔵
館
）、『
寺
社
勢
力
』（
一
九
八
〇

年
、
岩
波
書
店
）。

（
5
）  

注（
1
）所
収
拙
稿
「
文
献
史
料
に
見
る
櫻
堂
薬
師
」
の
ほ
か
、「
平
安
期
仏
教
の
展
開
と
転
形
」（
佐
藤
長
門
編
『
古
代
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
交
流
』
二
〇
一
八

年
、
勉
誠
出
版
）、
参
照
。

（
6
）  

大
山
喬
平
・
三
枝
暁
子
『
古
代
・
中
世
の
地
域
社
会
│
「
ム
ラ
の
戸
籍
簿
」
の
可
能
性
│
』（
二
〇
一
八
年
、
思
文
閣
出
版
）、
水
野
章
二
『
里
山
の
成
立
│

中
世
の
環
境
と
資
源
│
』（
二
〇
一
五
年
、
吉
川
弘
文
館
）、
白
水
智
『
中
近
世
山
村
の
生
業
と
社
会
』（
二
〇
一
八
年
、
吉
川
弘
文
館
）
な
ど
。

（
7
）  

長
母
寺
開
山
無
住
和
尚
七
百
年
遠
諱
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
無
住　

研
究
と
資
料
』（
二
〇
一
一
年
、
あ
る
む
）
参
照
。

（
8
）  

藤
原
基
輔
子
、
母
は
醍
醐
寺
静
賢
女
、
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
醍
醐
寺
座
主
、
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
東
寺
長
者
、
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
法
務
、

翌
年
大
僧
正
、
同
年
死
去
（『
尊
卑
分
脈
』『
東
寺
長
者
補
任
』
な
ど
）。

（
9
）  

上
川
通
夫
『
平
安
京
と
中
世
仏
教
』（
二
〇
一
五
年
、
吉
川
弘
文
館
）「
内
乱
と
そ
の
後　

エ
ピ
ロ
ー
グ
」。

（
10
）  

野
村
郁
世
『
仏
教
と
女
の
精
神
史
』（
二
〇
〇
四
年
、
吉
川
弘
文
館
）
所
収
「
母
の
力
│
『
沙
石
集
』
に
見
る
神
が
か
り
と
結
婚
観
│
」
参
照
。

（
11
）  

黒
田
俊
雄
『
日
本
中
世
に
お
け
る
寺
院
と
民
衆
」（
一
九
八
七
年
。『
黒
田
俊
雄
著
作
集
第
三
巻　

顕
密
仏
教
と
寺
社
勢
力
』
一
九
九
五
年
、
法
蔵
館
）。

（
12
）  

無
住
が
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
に
脱
稿
し
た
と
い
う
『
雑
談
集
』
も
参
考
に
す
れ
ば
、
巻
第
六

－

六
「
霊
之
事
」
に
、
物
狂
い
し
た
妻
へ
の
陀
羅
尼
加
持
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を
山
寺
僧
に
依
頼
し
た
尾
張
国
の
者
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。『
中
世
の
文
学　

雑
談
集
』（
山
田
昭
全
・
三
木
紀
人
校
注
、
一
九
七
三
年
、
三
弥
井
書
店
）。

（
13
）  

『
新
修
岡
崎
市
史 

史
料
・
古
代
中
世
６
』（
一
九
八
三
年
、
岡
崎
市
）。

（
14
）  
（
註
）
請
僧
六
人
に
は
、
薬
師
寺
（
矢
作
川
渡
河
点
あ
た
り
か
）
の
別
当
法
眼
信
有
が
呪
禁
師
を
務
め
、
他
に
真
福
寺
（
岡
崎
市
真
福
寺
町
）
や
高
隆
寺

（
岡
崎
市
高
隆
寺
町
）
の
僧
が
加
わ
っ
て
い
た
。

（
15
）  

『
奈
良
六
大
寺
大
観　

第
十
巻
・
東
大
寺
二
』（
一
九
六
八
年
、
岩
波
書
店
）
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
作
で
、
桃
尾

山
寺
（
廃
絶
）
の
旧
仏
だ
と
い
う
。
現
在
は
東
大
寺
三
昧
堂
（
四
月
堂
）
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）  

上
川
通
夫
「
平
安
期
仏
教
の
展
開
と
転
形
」（
前
掲
）。

（
17
）  

尾
張
源
氏
山
田
重
忠
（
承
久
の
乱
で
敗
死
）
の
近
親
者
だ
と
す
る
説
が
あ
る
。
土
屋
有
里
子
「
無
住
と
山
田
一
族
│
『
沙
石
集
』
巻
二
「
薬
師
観
音
利
益

事
」
を
中
心
と
し
て
│
」（『
早
稲
田
大
学
教
育
学
部　

学
術
研
究
（
国
語
・
国
文
学
編
）』
五
〇
、
二
〇
〇
二
年
）。
慎
重
説
と
し
て
、
青
山
幹
哉
「
十
八
世
紀

系
図
家
の
描
く
中
世
像
│
長
慶
寺
所
蔵
『
山
田
世
譜
』
の
分
析
│
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
（
史
学
）』
四
五
、
一
九
九
九
年
）。

（
18
）  

奥
健
夫
「
生
身
仏
像
論
」（『
講
座
日
本
美
術
史
第
四
巻　

造
形
の
場
』
二
〇
〇
五
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）、
同
「
一
日
造
立
仏
の
再
検
討
」（『
論
集
・
東

洋
日
本
美
術
史
と
現
場
』
二
〇
一
二
年
、
竹
林
舎
）、
参
照
。
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